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日本工学院八王子専門学校 2019年度（平成31年度） 業務用語1

科目基礎情報

柔道整復科 前期

1年次 必修 15時間

1単位 講義

　医療人としてのキャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。理由のない遅刻や欠席は認めない。授業に出

席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加することを求める。また、授業時数の４分の３以上出席しない者は定

期試験を受験することができない。

毎回配布するテーマに則ったプリントに準拠する。参考書・参考資料等は、授業中に指示する。

担当教員情報

星野　虎之助 実務経験の有無・職種 有・柔道整復師

学習目的

　医学領域において診療情報の伝達に頻繁に用いられている専門用語や略語（日本語・英語・ギリシャ語・ラテン語）について、使用頻度の高い基本的な

用語や解剖学・運動学の用語から病名や症状、治療方法や手術方法、検査名まで、日本語名、英語名およびそれら用語の略語を把握できるようになる。

未経験であればこれまで触れることもなく戸惑う事も少なくない医療の現場、医事実務に携わるために知っておくべき用語について、単語の構成要素（接

頭辞、語幹、接尾辞）に着目するなどして理解を深めることがねらいである。

到達目標

　医学領域において、使用頻度の高い基本的な用語や患者さんとの会話に使いやすい時事に絡む医事用語、解剖学・運動学の用語から、診療情報の伝達

に頻繁に用いられる病名や症状、治療方法や手術方法、検査名など臨床用語まで、日本語、英語名、ギリシャ語或いはラテン語およびそれら用語の略語を

理解し、他の医学系科目の講義での専門用語を導入した講義にスムーズに参加できること、また卒後臨床現場において医療系資格のスタッフと医療用語

という共通言語を持って働けるレベルになる事が到達目標である。

教育方法等

　医学領域において診療情報の伝達に頻繁に用いられている専門用語や略語について、基本的な用語、解剖学・運動学の用語から病名や症

状、治療方法や手術方法、検査名などの日本語名、英語名およびそれら用語の略語を把握できるようになることを目指す。

症状・主訴 症状・主訴に関する用語について理解する。

評

価

方

法
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試験と課題を総合的に評価する

授業計画（１回～１５回）　

授業内容 各回の到達目標

ガイダンス 業務用語全般に関わる学習の注意事項について理解する。

拘縮、萎縮 拘縮、萎縮などに関する用語について理解する。

既往歴 既往歴などに関する用語について理解する。

解剖学用語 解剖学用語に関する用語について理解する。

消化器 消化器からの出血に関する用語について理解する。

呼吸器 呼吸器からの出血に関する用語について理解する。

振り返り(1) 1回～7回までの振り返り

外形 外形に関する用語について理解する。

脱水 脱水に関する用語について理解する。

中毒、依存 中毒、依存に関する用語について理解する。

業務用語1のまとめ 業務用語1全体を通しての振り返り

心肺蘇生法 心肺蘇生法に関する用語について理解する。

輸液・輸血 輸液・輸血に関する用語について理解する。

振り返り(2) 9回～13回までの振り返り


